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年金数理（問題）

この年金数理の問題において特に説明がない限り、以下のとおりとする。

「被保険者」とは、在職中の者をいう。

r受給権者」とは、年金受給中の者および受給待期中の者をいう。

「加入年齢方式」とは、「特定年齢方式」のことをいう。

r責任準備金」とは、給付現価から標準保険料収入現価を控除した額をいう。

「未積立債務」とは、責任準備金から積立金を控除した額をいう。

阯。wbridgeモデルの年金制度」とは、定年退職者のみに対し、定年退職時より単位年金額の終身

年金を年1回期初に支払う年金制度をいい、保険料の払い込みは年1回期切払いとする。なお、

「旺。wbridgeモデルの年金制度」は必ずしも定常人口を仮定するものではない。

問題L次の（1）～（14）について、谷間の指示に従い、解答用紙の所定の欄にマークしなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（70点）

（1）保険料および給付が年1回期未払いである定額制の年金制度において、年度初の積立金が年間給

　付の10倍で、第C年度初まで定常状態にあった。第C年度の運用利回りがマイナス5％であったた

め・翌年鋤降・保険料は見直さず・給付を・・％削減した結果・第（・・回囚）年度初におい

て積立金が第∫年度初の水準を上回った。　α、ろにそれぞれ当てはまる数字を解答欄にマークしな

さい。（解答が（C＋玉0）年度未満となった場合は。に0をマークしなさい。）なお、予定利率は2％と

し、第（∫十1）年度以降の運用利回りは予定利率に等しく、定常人口は維持されているものとする。

（2）ある年金制度は定常人口で、被保険者の総人数Zが100，000、総給与3が10，600，000であった。

　毎年期初にx1歳とx2歳で新規加入があり、それぞれの年齢の毎年の新規加入者の人数比が2：1，xl

歳での新規加入者の平均給与が…のとき・・。歳での新規加入者の平均給与は・回囚口回

となった。α、わ、c，aにそれぞれ当てはまる数字を解答欄にマークしなさい。（計算結果は小数点

以下第2位を四捨五入しノ1・数点以下第1位まで求めなさい。また、解答が10．0未満の場合はα、ろ

に、100．0未満の場合は。に、0をマークしなさい。）ただし、x歳の被保険者数を7、（定年年齢は7）、

給与指数をろよとし、以下の計算基礎数値を使用すること。

　・計算基礎数値

r－1 r－1 トー

年齢x
zよ ろ　J Σ1、 Σろ、 Σわ、1、

y’工 y＝工 y＝■

xl 100，000 1．000 482，804 6．375 509，620

X2 84，486 1．050 290，890 4．350 315，408
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（3）ある年金制度は定常状態にあったが、f年度末において今後は定常状態が崩れることが見込まれ

　たため、財政再計算を実施したところ下表の諸数値のとおりとなった。

　　1年後の（C＋1）年度末における財政状態を確認したところ、責任準備金が8，700となり、未積

　立債務は、年金制度が予定どおり推移した場合には∫年度末の未積立債務の0．84倍になることが見

　込まれたが、実際には利差損およびその他の差損が発生したため、見込まれた額（‘年度末の未積

　立債務の0．84倍）よりも増加した。

　　　（C＋1）年度の年金資産の実績利回りが予定利率の80％であったとすると、（ゴ十I）年度末の未

　積立債務が見込まれた額よりも増加した額のうち、利差損以外のその他の差損の額として最も近い

　ものを選択肢の中から1つ選びなさい。

　　一ただし、保険料と給付は年1回期切払いとし、財政再計算において予定利率は変更しておらず、

　財政再計算後の保険料は（f＋1）年度初から適用されるものとする。また、（c＋1）年度の給付額

　はf年度の給付額と同額であったものとする。

【表】

再計算後ゴ年度末責任準備金 8，000

再計算後（c＋1）年度末責任準備金 8，700

プ年度末積立金残高 6，O00

再計算前標準保険料 1，000

再計算後標準保険料 1，500

再計算前特別保険料 拠出なし

再計算後特別保険料 前年度末の未積立債務の

Q0％を拠出

（A）　75

（F）　100

（B）　　80　　　（C）　　85

（G）　105　　　（1－1）　110

（D）　　90　　　　（E）　　95

（I）　115　　　　　（J）　　120

（4）X歳の被保険者数が以下のとおり表される定常人口に達した年金制度において、新規加入者は。

　歳でのみ加入するものとし、脱退時平均年齢は55歳とする。

7　＝4o　－x　（α≦κ≦4o）
■

あるときから新規加入者数が現在の2／3になったとする。新規加入者数が減少し始めてからα年後

の平均年齢は何歳上昇したか、最も近いものを選択肢の中から1つ選びなさい。

（A）　O

（F）　5

（B）　1　　　　（C）　2

（G）　6　　　　（H）　7

（D）　3　　　　　　（E）　4

（一）8　　　（J）9
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（5）定常人口のもとにある給与比例制の年金制度のC年度末の諸数値は以下のとおりである。

項目 金額（百万円）

∫戸 年金受給権者の給付現価 500

∫o
@皿
．在職申の被保険者に対応する給付現価（将来期間対応分） 600

眼 在職中の被保険者に対応する給付現価（過去期間対応分） 700

∫5 毎年度の新規の被保険者の加入年度末における給付現価 70

G。 在職中の被保険者の給与現価 2，800

G♂ 毎年度の新規の被保険者の加入年度末における給与現価 700

F 積立金残高 600

一 給与総額（年間） 800

f 予定利率 5％
・　・

潤|撃盾 10年償却の年金現価率 8．11

次の2つの前提に基づいて保険料を算定した場合、当該年金制度の（＾2）年度末の積立金残高の

比率（ノノ3）として最も近いものを選択肢の中から1つ選びなさい。

ただし、2年間の実績利回りとしては、両前提ともに（ご寺1）年度：4％、（C＋2）年度：6％とし、

（C＋1）年度に発生した利差損は（ゴ十2）年度の特別保険料には反映させないものとする。

なお、新規加入者は年1回期央に加入するものとし、保険料と給付金は年1回期切払いとする。（保

険料率は小数点以下第3位を四捨五入して、小数点以下第2位までとしたものを用いることとす

る。）

ノ 3
財政方式 加入年齢方式 開放基金方式

特別保険料　　算定方法 一定の期間を設けて 一定の償却割合を設けて

元利均等償却を行う方法 定率償却を行う方法

償却期間 （C年度末から）10年
一

償却割合 一 20％

（A）　0．80　　　　（B）　0．85

（I＝一）　　1．05　　　　　　（G）　　1．10

（C）　O．90　　　　（D）　0．95

（ト1）　　1．15　　　　　　（一）　　1．20

（E）　1，00

（J）　1．25
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（6）ある皿。wbridgeモデルの年金制度が、下記のような状況で定常人口にある被保険者及び受給権

　者の集団に対し、予定利率ゴで総合保険料方式により運営されているものとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　在職申の被保険者の総数　：工＝α・z　　制度全体の毎年度の給付額：3＝一α・J
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工・　　　　　　　　　　　　　　　3　孔

（新規加入者は年1回期初に加入するものとし、新規加入年齢：X、、X。歳の被保険者数：Z五とす

る。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三十ゴ
この制度における（X－1）年度末の積立金は、制度全体の毎年度の給付額3のm倍（mく一）であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ

った。その後、x年度から運用環境が悪化し、f年間、実際の運用利率が継続してノ（ノくゴ）で推移

したため、（X＋f＿1）年度末においても、積立金が制度全体の毎年度の給付額3のm倍のままであ

った。このとき、mを表す算式として、最も適切なものを1つ選びなさい。

（A）

δ　　　一3　　∂工。1司　　　工・一五・1工・

　⊥δ
　1＋パ・司

∂　　　一3　　∂
工、1司　　　工…一工・

（B）

δ　　　一3　　∂工。1司　　　・…・1

（C）

（1一ノ）α・へ＝司

δ　　　一3　　δ工。1可　　　エゲエ・1工・

（D）

　　ノδ

　1・プ1石
δ　　　一3　　∂工。1石1　　エデエー五。

（E）

トノ　　f
　　α十一δ1＋f　　1＋ゴエ・1司

δ　　　一3　　∂　工。1司　　　工・一■一よ直

（F）

⑫一プ）α・ブδ孔＝司

δ　　　一3　　∂∫、1司　　　・・一・一工・

（G）

（1）

オーブ　　ノ　．．
　　α十　　　　〇
1＋ブ　1＋ノん1司

　∂　　　一3　　δ　　よ。1司　　　∫・一刈∫・

1ナ1）舳㌦／

（ト1）

（J）

’一ノ　　f．．
　　α十一〇1＋ブ　1斗f札1司

　δ　　　一3　　δ　　・。1司　　　工・一J一孔

1王1／－／）α・1㍍

δ　　　一3　　∂
・。1石1　　・・一刈㌔

粋一1）α・へ司／
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（7）x歳支給開始でC年経過時にε工、’を支給する連続払終身年金がある。このとき、x歳時の年金現

　価として最も適切なものを選択肢の中から1つ選びなさい。

　なお、eよはx歳の平均余命、∂よはx歳の連続払終身年金現価率、δは利力を表すものとする。

（・）δ6工　（・）δ瓦

　　　6
（F）　ユ
　　　δ

　　　δ　　　　　δ・
（C）　二’　　　　　（D）　＝「

　　　e　　　　　　　o。
　　　　工

　　7（G）す　　（・） e　＋αエ　エ　　（1）
　δ

（E）e工民

e　－0　　　　　　　　　　。
エ　エ　　（J）　e
　δ　　　　　　　工

（8）次の①～⑤について、誤っているものの番号の組み合わせとして最も適切なものを選択肢の申か

　ら1っ選びなさい。なお、e工はx歳の平均余命とする。

　①　α＿≧o工

　　　　6

　　1②　一≧μ工≧g工一1（なお、μ、はxについて単調増加とする。）
　　ε
　　工

③∂＿＝δ十∂一δ一δ十δ
　　　刈γ　　　　y　　　　z　　　〃　　　　皿　　　　〃z

④生別一（孤司

⑤吋一（功十⊥
　　　　　　　　　12

（A）①と②　（B）②と③

（F）②と⑤　（G）①と②と③

（Kい．、ずれにも該当しない

（C）③と④

（ト1）②と③と④

（D）④と⑤

（一）③と④と⑤

（E）①と④

（J）①と③と⑤
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（9）“owbridgeモデルの年金制度において、加入年齢方式における被保険者1人あたりの標準保険料

　（期切払い）を之、同じ制度で保険料を期末払いとした場合の被保険者1人あたりの標準保険料を

　4・予定利率を5とし、それぞれ以下の数値であったとする。

　　　尾・O．120

　　　尺＝O．140

　　　　5＝5．0％

　このとき、howbridgeモデルの年金制度の給付に加え、期中の脱退者には期末に1の一時金を支払

う制度の加入年齢方式における被保険者・人あたりの標準保険料（期切払い）戸1ま・回囚［…コ

となる。α、ろ、oにそれぞれ当てはまる数字を解答欄にマークしなさい。（計算結果は小数点以下

第4位を四捨五入し小数点以下第3位まで求めなさい。）

（10）次の2種類の年金を考える。なお、年金A、年金Bともに、即時支給開始で連続払とする。

　〔年金A〕

　　・現在x歳の人（x）を年金支給対象者とする。

　　・（x）の生存中は、（x）に年金額1を支払う。

　〔年金B〕

　　・現在x歳の人（x）と現在γ歳の人（y）の2人を年金支給対象者とする。

　　・（x）の生存中は、（x）に年金額1を支払う。

　　・（x）への支給開始時よりe五年間は、（x）の死亡後も（γ）が生存している限り、（γ）に年

　　　金額αを支払う。（eエ：x歳の平均余命）

今・季1」力％による年金・の年金現価と・禾1」力δによる年金・の年鋼価が同じであるとすると、α

は回・四回である。

α、ろ、oにそれぞれ当てはまる数字を解答欄にマークしなさい。（計算結果は小数点以下第3位を

四捨五入し小数点以下第2位まで求めなさい。）

なお、（x）と（γ）の死力は、ともに年齢によらず2δであるものとする。

また、計算に当たっては、↓＝1，649を使用しなさい。

一103一



　　　平成23年度
年金数理…・…・・7

（11）定常状態にある年金制度が、加入年齢方式により運営されているとする。この制度では定年退

　職者gみに対し、定年退職時より単位年金を〃年確定年金として支給するものとする。あるとき定

　年年齢をx、歳から（x、十m）歳へm年延長することとし、年金支給開始年齢がx、歳から（x、十m）歳に

　引き上げられる分、その期間に対して年率αの利率により利息を付与して年金給付を増額すること

　にした。その結果、被保険者1人あたりの標準保険料は定年延長の前後で同じとなった。このとき、

　年率αをあらわすものとして最も適切なもあを選択肢の中から1つ選びなさい。なお、予定利率をゴ、

　新規加入年齢をx、歳、定年延長後のx、歳から（x、十m－1）歳までの各年齢の脱退率は0とし、保険料

　の払い込みおよび給付の支払いは年1回期初に行われるものとする。

1

〃

　　　　　　　D　・δ一
（・）O・1）・斗み字一

　　　　　　へ十ΣD、

　　　　　　　　γ＝工｛
1

〃

　　　　　　　へ’δ司
（・）⑫・1）・1・み．、　一

　　　　　　　ΣD，

　　　　　　　y＝工‘
1

刷

　　　　　　　m・D（巨）（1＋1）・1＋斗．、斗　一1

　　　　　　　ΣD，

　　　　　　　y＝工。

（G）⊥
　　1＋ゴ

1

腕

　　D　・∂一
．　斗・1　－1
　　　工。柵一…

へ・ΣD，
　　　　y＝4、

言

　　　1
（1）一・1＋　　　　　　一1
　　1＋ゴ　　エ・十㎜一1
　　　　　　　一ΣD，

　　　　　　　y＝五‘

（B）（1・1）・

（D）（1・1）・

一

〃

へ‘δ；I

　　　　　　　－1
　　工。十伽1

へ・ΣD，

　　　y弍、

　　　　　7
　D　・δ一
　　工・・l
1一ト　　　　　一1
　工。十㎜一1

　　ΣD，

　　y＝工‘

1

〃

　　　　　　D　・祉
（F）」二．　与”1　－1
　　l＋f　　　工・■］
　　　　　へ・ΣD，

　　　　　　　　y弍‘
1

〃

　　　　　　　D　・δ＿
（H）＿L．1＋み・1＿1
　　1＋j　　五・一1
　　　　　　　ΣDア

　　　　　　　γ呈工’
1

π

　　　1　　m・D工
（J）　一・1＋　　　　『　　一1
　　1＋5　　工・■
　　　　　　　ΣD，

　　　　　　　y＝工’

一104山
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（12）あるTrowbr1dgeモデルの年金制度が、単位積y方式により運営され、定常状態に達している

　ものとする。なお、この制度では、被保険者の脱退残存率が年齢によらず一定率ρであった。

　この年金制度について、ある年度から、今後の被保険者の脱退残存率を一律に一定割合だけ高く見

　込んで、より安全性を考慮した財政運営へと変更することとした。（その他の計算基礎率については

　変更しない。）

　ここで、当初の定常状態における責任準備金及び保険料を、次のとおり定義する。

　　γ0：在職中の被保険者の責任準備金

　　σ4：X歳の被保険者1人あたりの保険料

　また、より安全性を考慮した財政運営へと変更した直後の責任準備金及び保険料を、次のとおり定

　義する。

　　ザ用：在職中の被保険者の責任準備金

　　σ巧　：x歳の被保険者1人あたりの保険料

より安全性を考慮した財政運営へと変更した結果、下記のとおり、 1歳年齢が若くなることによる

保険料変化率が伽（α・ツ）になったとする。

σ巧

σ何十1

ασﾚ
：＝一・ @　　　　（x　≦γ≦x－2
・びS＋1　　ε　　「

、γ：加入年齢、
　　ε

x、、定年年齢）

この場合に、より安全性を考慮した財政運営への変更前後における「在職中の被保険者の責任準備

金」の比γ汲�¥す算式として・最も適切なものを・つ選びなさへ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
なお、加入から定年までの年数をη年とする。また、予定利率をゴとし、v＝一とする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1＋f

（A）

（E）

（G）

（I）

　〃
α
一　　　（目）
　掘
ソ

　よ’
α
一　　　（C）
　よツ’

　　　　　　（1一・）2

　　　　　　・　　　　　（F）
　　　　　　（1一α）2

（・一1）一・α・απ（1一ソ）2

（卜1）一〃・〆（1一α）2

α与 i卜1）α斗α”（1一ツ）2

戸（・一1トゾ（1一α）2

1一α” i1一・）2

　　　　　　　　　　（D）
1一ゾ（1一α）2

（・一1）α・α用（1一・）2
出
　　　　　（1一・）2

　　　　　・　　　　　（1一α）2

（・一1》十・”（1一α）2

　　　（卜1）α一・α2・α月十’（1一・）2
（H）

　　　（・一1ト〃2・・”十’（1一α）2

　　　α斗（卜1）一・α・α”（1一ツ）2
（J）

　　　〆（・一1）一〃・ヅ（1一α）2

一105一
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（13）Trowbr1dgeモデルの年金制度に関する以下の記述①～⑥について、誤っているものの番号の

　組み合わせとして最も適切なものを選択肢の中から1っ選びなさい。

①完全積y方式を採用する年金制度の定常状態における積立金の額は年金受給権者、在職中の被

　　保険者の給付現価の合計額であり、考えられる財政方式のうちで積立水準は最も高くなる。

②開放基金方式を適用した場合、脱退・死亡・新規加入・給付支払が予定どおりであれば、標準

　　保険料は変化しない。

③　定常人口の集団に年金制度を導入するにあたり、開放型総合保険料方式を採用する場合、発足

　　時点の保険料として「在職中の被保険者から保険料を徴収するものの給付は行わず、給付の対

　　象者を将来の被保険者のみに限る」とすると、この場合の標準保険料は、加入時積且方式の標

　　準保険料に保険料の払込時期の違いによる1年分の割引を考慮した金額と一致する。

④　ある年金制度が発足し、到達年齢方式を採用した場合のn年度の標準保険料は、初年度の保険

　　料から初期過去勤務債務を全て償却した場合の〃年度の積立金と単位積y方式の定常状態に

　　おける積立金の差額に対応する保険料を差し引いたものとなる。なお、この年金制度は定常人

　　口であり、発足後の年金制度はすべて予定どおり推移するものとする。

⑤開放型総合保険料方式を採用する定常状態に達した年金制度に関して、ある年度に利差損が発

　　生じたとする。この状況で保険料の見直しを行い、翌年度以降、年金制度が予定どおり推移す

　　ると積立金の額は増加する。

⑥既に退職した従業員には給付を行わず、かつ在職中の被保険者の過去勤務期問を通算しない場

　　合の制度発足時の開放型総合保険料方式による保険料は、単位積立方式の保険料と・一致する。

（A）①と②と④　（8）①と②と⑤　（C）②と③と⑤　（D）②と③と⑥　（E）③と④と⑤

（F）③と④と⑥　（G）①と②と③と⑤　（ト1）①と②と④と⑤　（1）①と③と④と⑥

（J）①と④と⑤と⑥　（K）②と③と⑤と⑥　（L）③と④と⑤と⑥　（M）いずれにも該当しな

し、

（14）加入期間∫年で脱退した者に対して巧を給付する年金制度がある。この制度の給付設計を変更

　し、制度変更前の加入期間と制度変更後の加入期間に基づいて給付額を計算することとする。ここ

　で、変更前の加入期間C年、変更後の加入期間∫年で脱退した者に対して、給付額を（1）巧斗0，2巧、

　（2）O．9巧十0．一1％。。とする設計を行ったところ、責任準備金はどちらも変更前の制度の55％となっ

むこのとき・給付額を巧・物とした場合の責任準備金は変更前に比べて回囚□％とな

る。o、ろ、oにそれぞれ当てはまる数字を解答欄にマークしなさい。（計算結果は％単位で小数点

以下第1位を四捨五入しなさい。また、解答が10％未満の場合はα、ろに、100％未満の場合は。に、

0をマークしなさい。）なお、変更前後で計算基礎率の見直しは行わず、財政方式は変更前後ともに

加入年齢方式を採用する。また、制度変更後の標準保険料率は、制度変更後の新規加入者に対する

保険料率を加入者全員に対して適用するものとし、計算時点で受給権者は存在しないものとする。
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　　　　平成23年度

年金数理………10

間題2．ある定常人口にない被保険者および年金受給権者の集団に対し、旺。wbridgeモデルの年金制

　度が、予定利率5％で開放基金方式により運営されている。

　　この制度では、毎年度末において今後の新規加入者数の見込みを計算し直している。（年度末時点に

　おける被保険者数の集団を定常人口にあるものと仮定し、以降の脱退が計算基礎率どおりに推移す

　　ると仮定した場合に、その被保険者数が年度末時点と同じになるように毎年の新規加入者数を見込

　　んでいる。）

　　なお、新規加入者は年1回期初に加入するものとし、被保険者の死亡による脱退は発生しないもの

　　とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15点）

この制度の（x－1）年度末の貸借対照表は、次のとおりであった。

（x－1）年度末の貸借対照表（実績）

［単位：百万円］

積立金 年金受給権者の責任準備金

4，050 2，520

未積立債務 在職中の被保険者の責任準備金

950 3，300

将来加入が見込まれる被保険者の責任準備金

△820

5，000 5，000

また、x年度において、各基礎率が予定どおりに推移すると仮定した場合には、x年度の運用収益

は200百万円で、X年度末の貸借対照表は次のとおりとなる予定であった。

各基礎率が予定どおりに推移すると仮定した場合のx年度末の貸借対照表（予定）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日単位：百万円コ

積立金

未積立債務

［？　1

820

［？　］

（x年度末における）年金受給権者の

　　　　　　　　　　　　　　　責任準備金

　　　　　　　　　　　　　　　　　1？

（x年度末における）在職中の被保険者の

　　　　　　　　　　　　　　　責任準備金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　3，655

将来加入が見込まれる被保険者の責任準備金

　　（x年度末において計算し直したもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　8？

【？
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　　　　平成23年度
年金数理・・…・…11

しかし、実際には、x年度において、被保険者の脱退については予定どおりであったが、その他の

各基礎率が予定どおりに推移せず、X年度の還用収益は80百万円になり、X年度末の貸借対照表

は、次のとおりとなった。

x牛度末の貸借対照表（実績）

〔単位：百万円コ

積立金

未積立債務

　　　　　（x年度末における）年金受給権者の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　責任準備金

［？1　　　　　　　　　　　2，157
　　　　　（x年度宋における）在職中の被保険者の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　責任準備金

　905　　　　　　　　　　　　　　　　　圧？　】

　　　　将来加入が見込まれる被保険者の責任準備金

　　　　　　　（x年度末において計算し直．したもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△840

［？　1 ？

なお、この制度には、x年度に定年退職する被保険者はいないものとし、x年度の新規加入につい

ては、その人数は予定どおりであったが、加入年齢が予定どおりではなかったものとする。

次の（1）～（5）の空欄。からmにそれぞれ当てはまる数字を解答欄にマークしなさい。なお、

解答に当たっては、十万円の位を四捨五入し、百万円単位としなさい。

（・）各基麟が予定どおりに推移すると仮定した場合のX年度の標準保険料は・回囚□百万円

である。

（・）各基礎率が予定どおりに推移すると仮定した場合のX年度の特別保険料は・回目□百万円

である。

（・）各基麟が予定どおりに推移すると仮定した場合のX年度の給付は・回国□百万円である。

（4）X年度における年金財政上の差損益のうち、年金受給権者の死亡が予定と実績とで異なっていた

ことによ1発生する剰余額は・□囚百万円で楓

（5）X年度において実際に新規加入した被保険者にかかる、新規加入時点（X年度期初）での責任

準備金は、△□囚百万円である。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成23年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年金数理………12

問題3．阯。wbridgeモデルの年金制度に関する、次の（1）～（3）の谷間について最も適切なもの

　　をそれぞれの選択肢の中から1つ選び、解答用紙の所定の欄にマークしなさい。

　　なお、加入年齢をX色（被保険者は全員X。歳で加入）、定年年齢をx、とし、制度からの脱退は年1回

　　期央に発生し、死亡による脱退は発生しないものとする。また、（2）、（3）において、中途脱退

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　後の死亡は考慮しないものとする。なお、予定利率をゴとし、ツ：一とする。　　　　（15点）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1＋f

（1）財政方式として特定年齢x、歳の加入年齢方式を採用した場合における被保険者1人あたりの標

　　　　準保険料ム4。を最大にする脱退残存率ρ工（γ。≦γ≦x、一1）の関係として適切なものを選びなさ

　　　　い。

　　　（A）単調増加ρ工。くρ工、、1＜＿くρ工、、2くρ工、．1

　　　（B）単調減少ρ、、＞ρ工百、1＞＿＞ρ工、、2＞ρ工、．一

　　　（C）ある年齢x！が存在し、ρ工。くρ工。、1く…＜ρ工、．1くρ工、＞ρ工、、1＞＿＞ρ工、、2〉ρ工、．］

　　　（D）ある年齢巧が存在し・ρん・ρ・・1・…・ρ工、一1．・ρ工、くρ工、・1・…くρ斗一・くρい

　　　（E）ある年齢x。が存在し、ρ工。＞ρ工、、1＞…＞ρ、、．1〉ρ工、＝ρ工、、1＝…＝ρ工、．2：ρ工、．1

　　　（F）ある年齢巧が存在し、ρ工。くρ工。、1く…くρ工、．1くρ工、＝ρ工、、1＝＿＝ρ工、．2：ρ、、、1

　　　（G）ある年齢x’が存在し、ρ、、＝ρ工。十1＝＿＝ρ工、．一＝ρ、、＞ρ工、十1＞＿＞ρ工、．2＞ρ工、．1

　　　（ト1）ある年齢巧が存在し、ρよ。＝ρ工。。1＝…＝ρ工、．1＝ρ工、くρ、、、1〈＿〈ρ工、一2くρ工、．1

　　　（1）ρ工、＝ρ、。、1・…＝ρ工、．。ゾエ、．］く1

　　　（J）ρ工。＝ρ工。十1＝…・ρ工、．。・ρ工、、1＝1
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　　　　平成23年度

年金数理………13

（2）ある年度の期末において中途脱退時にも年金が給付されるように制度変更を行うこととした。

　　　このとき、被保険者1人あたりの標準保険料工4を変化させないように中途脱退時の年金額を

　　．g、定年退職時の年金額をその2倍の2αとし、いずれも定年年齢から支払うm年確定年金と

　　　した。このときの年金額αの値として適切なものを選びなさい。

　　δ
（A）ニヒ・

1

（O）

δ司五十代み

δ　　　1

　　∂工2一戦み
（B）一⊥・

　　δ司㍉一ψん

　　　δ　　　　2一工、工ρ工

（1…）　　　　　〔　2
　　ツ“’δ，■㌧ψん

（。）生．〃・

　　o；l　l㌔一ψ・

（F）

δ
工。

工、イ、ρ∫、

（G）

v”．δ�P＋耳一仏

δ工、　　1 　　　δ、　2一工．工ρ、
（H）　　『　　　川　‘
　　ソ”一’・δ；■zみ一山

　　　　δ工　2一エ．工ρ五

（K）　1「・〔｛
　　　・・5－2・工、．工。ρ工。

　　ツ’o同

ツ”．δ

ｯ1㌔一仏

（J）

ゾ’・δ
ﾘ㌔一ム

　αみ　．　1

　1π十
堰E・
Ψ’o11

一十五．工ρ工

　　　α五、　　工、一エ。ρ工。
（I）

　　・炉一・∂同1㌔一山

　　　　δ工　　、．工ρ工
（L）

　　　・・士．．1㌔．ψ々

　　ソ’o司

（3）さらに翌年度の期末において制度変更を考え、中途脱退時には加入朝開r（1年未満の端数期間

　　　切捨て）に応じた年金額α、を、定年退職時には加入期間C（1年未満の端数期間切捨て）に応

　　　じた年金額βを、いずれも定年年齢から支払う〃年確定年金の制度とした。この制度の被保険

　　　者1人あたりの標準保険料を工々とした場合、x、歳から（x、一1）歳の各年齢で脱退による剰

　　　宇や不足が生じないα、として適切なものを選びなさい。

　　　　　　　s－　　　　　　　　　　　　　　　　8－　　　　　　　　　　　　　　　3＿

　　（・）ポ1㌣　（・）ジ、苧■㌣　（・｝辛一五々
　　　　　　　　　．〇三1　　　　　　　　’o河1　　　　　　　　’δ；1

　　　　　　　∫一　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇一　　　　　　一　　　　　　　　　〇＿

（D）べ莉，㌣　（E）六両1代（F）■；≒、．㌣

　　　　　　　o一　　　　　　　　　　　　　　　　　　α一　　　　　　　　　　　　　　　　　〇＿

（G）ハ井1，．㌣　（H）一1扁．久（1）六万．㌣

　　　　　　o一　　（・）工．工1；■・ム久

　　　　　ゾ　．5司

（なお、記号3一はf年確定年金の単位年金額に対する終価を表すものとする）
　　　　　　ll

以上
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年金数理（解答例）

問題1

（1）第C年度以前における保険料をC、給付をβ、年度初の積立金をFとすると、極限方程式は、

　　　C＋j・F＝3

　となる。F＝103、ゴ＝O．02であるから、C：0．8βが成り立つ。

　第。年度初の積立金を耳とすると、題意より、

　　　巧＝103

　　　巧十1＝巧．（1－0．05）十C－3＝9133

　　　巧十2＝巧、1・1．02一トC－0．93二9，3・I．02－8－0．13

　　　巧、。＝巧十。・1－02＋C－0．9卜9．3・玉．022β一0．1・1，023－O．影

　　　巧、よ＝9，3・1．02工’1β一0．1・1．02工・23－O．1・1．02卜3β一…一0．13

千・・1・川・’器〕1

巧。∫が103以上と乍るのは、

ト・・1｛1・’ll；ll’／1・1・・

　　　　　　5　　1．02五一1≧＿＝三．162．．．

　　　　　　4．3

1，027＝1，148・・、、　1，028－1，171．

…　解答 α＝0、う＝9

・・ ﾅあるから、x≧9となる。

（2）題意より、π1歳とx2歳での毎年の新規加入者数をノ、0．5ノ、その平均給与を∫1、∫2とすると、

　　　　　’一1　　　　　　　　　F－1

　　　　　Σ1、　　Σ1、

　　　ノ・ツ＝工1　＋O．5ノ．y＝巧　　＝Z

　　　　　z　　　　　z
　　　　　　工1　　　　　　　　　巧

　　　　　　r－l　　　　　　　　　　　　r－1
　　　　　　Σろノ、　　　Σろノ、

　　　∫パμ弍一　十∫。・0．5μ＝工2　＝β
　　　　　　ろz　　　　　　ろ7
　　　　　　　工一工1　　　　　　　　　　　　　　　巧　工2

　与えられた数値を代入すると、
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　　　482．804　　　　　　　290，890
　　ノ　　　　　　　十0．5ノ．　　　　　　＝100．000

　　　100．000　　　　　　　84．486

　　　　　　　509．620　　　　　　　　　　　　　　315．408
　　100・ノ・　　　　十∫。・0．5－4・　　　＝10，600．000
　　　　　1，000，100．000　　　　　　　　　1，050．84，486

これを解くと、ノ＝15，268．18…、∫2＝103，858…

…　　解答　o＝1、ろ＝0，c＝3，a＝9

（3）

再計算後のf年度末の未積立債務＝戸皿、＝8，00上6，000＝2，000、

予定どおりに推移した場合の（f＋1）年度末の未積立債務＝用Z、一とすると、

P∫Z、、、＝P皿、・（1－0．2）・（1・1）

　　　一0－8・P肌、・（1・1）一〇．84P皿，一1．680

　　　　0．84∴（1＋ゴ）：一＝1．05より、j＝5％となる。

　　　　　0．8

また、当該年金制度は定常状態にあったことから、極限方程式「3＝dF＋C」が成立していた。

　　0．05
♂＝　　　、F＝6，000，C，：（再計算前の）標準保険料十特別保険料＝1，000＋0＝1，000より、
　　1．05

B＝1，285．7となる。

また、（τ斗1）年度の給付額はゴ年度の給付額と同額なので、（C＋1）年度の給付額も1，285．7となる。

（C＋1）年度の保険料は再計算後の数値に基づくため、C、、1＝1，500＋2，000×0，2＝1，900となる。

したがって、F、、1＝・（6，000＋1，900－1，285．7）×1．04＝6，878．9となる。

（c＋1）年度の実績利回りが予定どおりであった場合の（f＋1）年度末の積立金残高をF、、、’とする

と、何十1＝（6，000＋1，900－1，285．7）x1．05＝6，945．0となる。

∴利差損：6，945．0－6，878．9・・66．1

今、（C＋1）年度末の未積立債務＝η、1一巧、1＝8，700－6，878．9＝1，821．1となる。

よって、

（c＋1）年度末の未積立債務が見込まれた額よりも増加した額のうち、利差損以外のその他の差損の額

＝1，821．1－1，680－66．1＝75

∴（ノ）
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（4）

脱退時平均年齢は次のとおりになる。

。、し、、、／二叶舳、。十ト手r＝㌧

　　　’　　　　　　　　30　　　　　　　　　　3α　　　　　2
　　　o
．’Dα質22

そこで、新規加入者数の変更前の平均年齢は次のとおりになる。

／1舳11い小2イ＝”、、
∫二川二（岬［・一一寸

次に、新規加入者数の変更後の平均年齢は次のとおりになる。

÷121（榊・1二（い）ぺ121（・倣一1・）ふ・1二（・ふ一・二）幽

ξ121ら菰一・／二

．÷［・一・÷r・

÷［・一÷r・

7工赤
子／21（・1－1）菰・勝

［・一2一÷ll：＝へ、郁

［・一一㌢l1133
．7

（4卜κ）〃

新規加入者数の変更により、平均年齢は2．7歳上昇することになる。

∴（D）

（5）

∫∫＝上X70＝1，400
　　　a

G∫＝上x700＝叫000
　　　∂

居ア」400一α1O

　　1全000

亙κ＝500＋600＋700－2，800x0．10＝1，520

巧遅600より、乍∫4＝920となる。
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∴特別保険料率

　　920　　　　920＝　　　　　　　　■　　　　　　　　　一0．14（O．142…　）

　800xδ＿　　　800×8．11
　　　　－01

∴年間の保険料協800X（O．10＋0．14）＝192

また、定常人口にあるため、年間の給付額＝a×（500＋600＋700＋11400）竈152，381

．． D互ﾏ、2＝｛（600＋192－152，381）×1．04＋192－152，381言X1．06賞747．1

　　　　　　600＋1400次に0舳戸＝　　　　　　＝O．12（0．H9川）
　　　　　2，800＋14，000

∴年間の標準保険料＝800x0．12＝96

0凶”j＝500＋600＋700＋1，400一（2，800＋14，000）x0．12＝1，184

4＝・600より、0舳P∫ζ＝584となる。

∴（ゴ斗1）年度の特別保険料＝584×0．2＝116．8

　（c＋2）年度の特別保険料＝（584－116．8）×’1．05×0．2ご98．1i2

したがって、（C＋1）年度の保険料＝96＋116．8千212．8、（C＋2）年度の保険料＝96＋98．112＝194．112

となる。

．．

DωMﾏ、2＝｛（600＋212．8－152，381）×1．04＋194．112－152，381言X1．06…772．3

．’

D求められる比率

雪並、㌔一・…1、。．。。。
　　珂f．o舳珂、。772．3

∴②

（6）（X＋m）年度における保険料を。C、、”、（X＋n）年度末における積立金をみ、祠とすると、

　　0≦n≦卜1においては、次の関係が成り立つ。
　　（へ十”、，・cC、、”一3X1手ノ）一々十掘…①

　　また、（x－1）年度末から（x＋c－1）年度末まで、各年度宋における積立金は同額であり、

　　　　　　　　　　　　　　　　　m　　み．1＝み＝…：み十、．1＝m3＝一α・Z工　…　②
　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　‘
　　①及び②より、

㌦・一・11ブ叫11ブ・〕1一・い・・③

一方で、在職中の被保険者の給付現価をy、人数現価をぴ、受給権者の給付現価を∫ρとする
と、cCx、”は総合保険料方式による保険料であるため、
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CC
舳一
k1∴‡！；∴

一一一a　a　J・　D
　　　　　　工

　　　　1　　　　　　　dm
　　　　一α一Ψ・　　δ　一一α
　　　　・　州　・．α．い・・④
　　　　　　α一v・o　　　　　　　　　工、：石1
③及び④より、

　　　　　　　1　　　　　　am

｝〕1一÷ξ子
　　　　δ＿一3　　δ　　　　工，1工、一工，1　工・一工一々

m＝　　　ゴーノ　　ブ
　　　　　α十　　δ
　　　1＋ノ　1＋ノん：司

∴（G）

（7）

求める現価は∫｛凶μで表される。

私見一着（÷／l・舛）・十r見よ1・

　　　　　　　∫十’　　　　　　　エ　　　　　エ　」

1ル水レ・l1片腓、ポ、去1ル和）
∴（∫）

（8）① _寸”

　　　之一1∴〃・1－1細・励一ト1して置換積分を行11・

　　　　　　　　　　　　　　エ　　　　　　　　　　　　　エ

　　　　　　　　　　　蜆’。。

　　　㍉・1片へ1紙11川中・llゐ一…くソ・111・
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㍉・r＋舳一正

したがって、正しい

②㌫1一∫1、ん、・ん、、、助

μ工はxについて単調増加、0く、p工．1≦1より、

％．1・∫1μ、励一μが示さ沈

同様に、μよはxについて単調増加。

μよ・6よ＝μ、・∫二一㍉ρ工dc≦∫二吋、ρ工・μ、、、励＝ト、ρ工1ζ㌔i

　　　1　μ工≦一が示された。

　　　6
　　　工
　したがって、正しい。

③∂、I云＝∂、÷∂二一㌔一与一ら十∂秋となるため誤り。

④教科書…よ1・正し／はら1ドー工秀一”㌦牛枇払．氏で誤1。

　　　　　　　　　　　　　　　　よ　　　　　　　　　　　工

⑤教科書…（・…）式よ1、正しくは吋一（パ⊥で誤り。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　12
③④⑤が誤りであるため、解答は（1）

　　．．　　M
（9）4＝　∫『、4＝
　　　‘　M－M　　　｛
　　　　　J　　　　　工

M
工p

M工。十rM、、斗1

P一（MぺM斗）十㌦

　　　M－M　　　ろ　　　J．

　　　M工
4＝　　『
。M工、。1－Mよ、。l

　　　　　M　　　　　工。

洲一M－W－M　工　　　　　工　　　　　　よ　　　　　∫
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　　　　　　　　　　M
　　　　　　　　　　　斗
　　　　　v　M　－M　　－M　－M
　　　　　　　∫‘　　　よ。　　　　孔　　　　■

　　　　　　　　M
　　　　　　　　工。
　　　　　　M　－M
　　　　　　　エ　　　　　　エ

　　　　　　　M　－M
　　　　　　　　∫　　　　　　　エ　　　　　ツ　　　～　　　’
　　　　　　　M　－M
　　　　　　　　エ　　　　　　エ

　　　　　　　真

　　　　＝司

　　したがって、

　　　　　　具
　　P斗一ユ十之
　　　　　　4　　｛

　　　　　1　　O．12
　　　＝　　　　　十0，12
　　　　1，05　　0．I4

　　　　113
　　　＝一一一≒O．215
　　　　525

　　　解答　o＝2、ゐ＝1，c＝5

（10）

（・）の死力は年齢によらず・δであるからふ1、・・／∴㈹カー去

利力％による年金・の年金現価は・

　　　　　　　　　　　　　一三1　　　　　1　　2
「｝＝∫∴e2 h丁豆
　利力δによる年金Bの年金現価は、

／㍗〃∴・／1戸ψ一1ン舳励〕

一／γ｛・一・卜・州一／声〆・〆・刈

一夫・ぺ一｝〕

この2つの年金現価が等しいため、
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嘉一夫・α・ドー’ll；〕

　　　　　1
　α二　　　　　　　＝0，884．．．
　　　　　3　　　　5
　　　2＿5e2＋3e2
　よって、

　α＝。＝0、　ろ＝8，　o＝8

（11）定年延長前の標準保険料万Plは、

　　　　D　・δ一
1・1一工こ、司である。

　　　　ΣD、

　　　　戸■｛

　定年延長後におけるx。歳の被保険者の給付現価は、x、歳からx、、、．、歳までの脱退率が0であるこ

　とに留意して、

　　．へ・パ⑫・α）m・δし1斗柵・㌧一・（1・α）㎜・δ“・⑫・α）1㎜・へ・δ司

　∫工。一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　であり、

　　　　　　Dl、　　　　ヘ　　　　　ヘ
　人数現価は、

　　　∫r＋〃■1　　　エゲ1　　　工。十〃一1　　　工、一1　　　よ、十㎜一I　　　　　工、一

　　　　ΣD、　ΣDツ寺ΣD、　ΣD、十Σツγ・z斗　ΣD、十｛zぺ（1＋・十…Ψ伽一一）

　G：ツ＝∫・　＝γ＝工・　γ＝工・　＝γ弍・　y㍉　　＝y＝工・

　　4　D凡　　　Dん　　　　Dろ　　　　　　　D、
　　エバ1
　　ξD1＋戸’Jぺδ房1

　　　　　D
　　　　　　工‘

　　　　　　　1
　となる。（ツ＝一一とする）
　　　　　　1＋’
上一て・定年延長後の標干保険料㍗以下1通1で狐

圧ア。、五＝和’⑫十α）｝”’へ’δL和・C・α）｝”・へ・δl

　　　　Gよ・一1　　　・・一1　　　　孔婁Dバ戸’い司　ξD1叫・㌔1

　よって、居PI＝印2となるαは、
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｛v’⑪十α）｝加’DぺδLDバ1をみたし、

　五一1　　　　　　　　　　　　　五一1

ξDγ十Dぺδ司ξDγ

　　　　　エゲ1
　　　　　ξDγ十Dぺδ司一・ぺ1司
1ソ・（1・α）1刷一γ一2よ、．、　一1・工、．，

　　　　　　　ΣD、　　ΣD，
　　　　　　　y＝工‘　　　　　　　　　y＝工‘

　　　　　　　　　！

　　　1
1一トα＝一・1＋

　　　　　工…　　ソ　ΣD，
　　　　　y＝工。

＝（1・1）・

　　　　　　　　D　・δ＿よって、α一（1・1）・1・工三、刷■

　　　　　　　　　ΣD、

　　　　　　　　　炸工‘

　D　・δ＿
　　■・㎜1
1手工．1

　ΣD、
　γ＝工。

一1…　　解答（C）

（12）

　変更後の財政運営では、加入者の脱退残存率を一律に当初のβ倍（β＞1）と見込んだものとすると、

　ll－1工。（β・ρ）ト㌧βエーよリよ

　Dl－11・ツエ・1工。（β・ρ）ユーエ‘・Ψ㌧βH・D，

　　　　　　1　M工　　1。、、．、。・ず／工

σ4・1 C1、÷／州
　　　　　F　　　‘　　　工十一

σ珂．み1、・昔．㌦／工σ、

ぴぺ A1、・ポル㌫、＝β’㌦一：β’σな1

すなわち・β一4と帆

また、

　　工…　　卜X　D・δ
グ＝Σz工　ε・工『
　　工一工。。l　X、一γ、　D工

÷：差、け辿；’十｛；）／
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　　　工。一］

7川＝Σ4・…三書
　　　よ＝∫2＋l　　　　　r　　　ε

〃・δ
　斗　　　■テ

D二

い　、一孔㍑戸Dぺ㌔
・Σ1工・

｝　㌃一孔　け久
　z・δ　い
＝㌃み ｰ（卜γ。）α（い）
　xr■xe炸工。十1

一㌧浴^÷・一苦冊）／

よって、

芒一（・一1）α一・α2・α”十1（1一・）2

グ　（・一1ト〃2＋ソ”十1

∴④

（1一α）2

（13）

①誤教科書P56～57およびP69の記述

　　完全積皿方式における積立金の額は年金受給権者、在職中の被保険者および将来加入が見込まれる

　　新規の被保険者の給付現価の合計額である。

②誤教科書P94～95の記述

　　開放基金方式において、標準保険料が変化しない条件として、脱退・死亡・新規加入・給付支払が予定

　　どおりであるだけでなく、年金制度が定常人口にある必要がある。

③正教科書P93～94の記述

④正教科書P83～84の記述

⑤誤教科書P95～96の記述

　保険料の洗い替え前後で、未積立債務は減少しない。したがって積立金水準は変動しない。

⑥正教科書P92～93の記述

よって、誤っているものは①②⑤・・解答（B）

（14）

現行　　κ＝∫（巧、、）一戸。G

変更（1）κ＝∫（巧）十0．2∫（α。）一0．2P・G＝0．55κ

変更（2）ら：0．9∫（α、）斗0．1∫（巧十、）一〇．1P・G＝O．55η

これらを解いて、∫（巧）＝0．5κ、8（叱）一P・G：O．25κ。

したがって、κ＝∫（巧）十0．6∫（へ）一〇．6P・G＝0．65κ 解答。＝0，ろ＝6，6二5
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問題2

（1）

　　「各基礎率が予定どおりに推移すると仮定した場合」に、x年度に新規加入する被保険者の新規加

　入時点の責任準備金を障とする。
　　（x－1）年度末における「将来加入が見込まれる被保険者の責任準備金」は、

一…一ルγ㌧1・0％。。”と表すことがで純

よって・・4・0・0w。。・←…）

X年度の標準保険料をCMとすると、「各基礎率が予定どおりに推移寺ると仮定した場合」における

・年間のr在職中の被保険者の責任準備金」の推移は、μ300・～CM）・1．05・獅5と表せる。

よって、CM＝220

すなわち、o二2、わ＝2、作O

（2）

　「各基礎率が予定どおりに推移すると仮定した場合」においても、新規加入者数の見込みの変更に

　より、

　←840）一←820）＝一20だけ責任準備金が変動（減少）し、20の利益が発生する。

特別保険料をC戸∫zとすると、・年間の未積立債務の推移は、←50－C肌）・1．05－20・820と表せ

る。

よって、C脳＝150

すなわち、a＝1，e＝5、∫＝0

（3）

　x年度の給付を3とすると、「各基礎率が予定どおりに推移すると仮定した場合」におけるx年度
の運用収益は、200一←050・C”・Cp∫㌧3）・O．05と表せる。

よって、3：420

すなわち、g＝4、ゐコ2、トO

（4）

　「各基礎率が予定どおりに推移すると仮定した場合」における「年金受給権者の責任準備金γρ」は、

　X年度に新規の年金受給権者が発生しないため、”＝（2，520－3）x1．05高2，205と計算できる。

　年金受給権者の責任準備金にかかる予定と実績の差2，157－2，205＝→8は、全て、年金受給権者の

　死亡が予定と実績とで異なったことによる影響であり、年金受給権者の死亡差にかかる剰余韻は48

　である。

　すなわち、ノ・・4、κ＝8

（5）

　X年度の運用収益が80百万円であるため、X年度末の積立金の実績値は、

　（4，050＋220＋150－420）手80＝4，080と計算できる。
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X年度末の貸借対照表（実績）の合計欄は4，080＋905＝4，985となることから、X年度末の「在

職中の被保険者の責任準備金」の実績値は4，985＿｛2，157＋（一840）｝＝3，668と計算できる。

X年度において実際に新規加入した被保険者の新規加入時点の責任準備金をγ’工’とすると、1年間

のr在職中の被保険者の責任準備金」の実際の推移は、

（3，300ψ・CM）・1．05－3，668

よって、γ’■ξ：一26，666…

すなわち、Z＝2，mi7

間題3

（1）教科書P164参照

　　　　　み一1

÷一嵩一、÷・卜十・州・→洲・…・〆・★〕

　　　、÷・卜・へ．へ三．．．～・〆・～十…斗〆・★〕

　　より、工4。が最大になるのは、ρ、＝ρろ、1＝…＝ρ、．、＝王のとき…　解答（J）

（2）制度変更前のx。歳の給付現価1∫、は、

　　　　　D　・δ
　　1∫、＝　エ’　x’である。

　　　’　　D
　　　　　　孔
　　中途脱退時にも給付が行われるとした場合の、X、歳の給付現価2∫工は、

　　　　　工、lC・〆・一y－1・α・∂、　D　．2α．δ、

　　・∫、一Σy　”1・み　司
　　　　　　　　　D　　　　　　　D　　　　　y＝工‘　　　　　　　　工‘　　　　　　　　　　　　　　五里

　　　α・δ一

一、｝・・、・1｝・1ヘバ炉・・…戸久一・｛・ぺ）
　　　　五

一｛司刈｛）・いψ）十・…い）…㌧／一；1司・刈、・㌧）

このとき標準犀険料は一定なので、1∫4＝2∫孔が成り立つ。

㌃α司・小㌧）一￥をαに一1・て整理！て、

　　　v工・・7・δ
　　　　　エ　　　　エ
α：

　　　z
　　　巧
㌔　　z工。　＿δ工、　工、一ろρ工、

　　　　　　　　　　　　…　　解答（C）
α司1、生δ司三十れへ

　　　z工

（3）加入期間Cに応じて、年金額α、またはβを定年年齢から支払う〃年確定年金制度のx埋蔵の給付
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現価3∫工は、

　　　　C．v工・一y’1．α
・∫凡一Σy

　　　　　　　　D
　　　y斗・　　　　　　工。

y■五岳

’δP＋へ’ ｩ’δ；1であ／。1れを刈入｝等を用いて表す

と、

3∫、一←・・孔・γ州・α。斗ツ2・、，・孔・・叶2・α1・…・ツみ㍉．礼．11い。・αみ．、．1

　　・戸㍉㍉へ・久㍉）・δ司

また、G尽も同様に、一ん■gエ。、y一孔み等を用いて表すと、

G一ぺδi1＋ll・ぺ∂1■十’’’㌔†ll・ぺδ石■㌔一ψぺδ司と帆（教科書P169参照）

上の二式を用いると、

3ぺ々・㍗婁〔1㍗㌧恥・年ペポ■・δ1rれ｝ぺδ粛1／

　　　　　　　＋ゾ㌧一ψぺβ外一ぺδぺ久㌦一ノペδ斗一々■

　　　　　　一三〃刈残・ピ・一・δ司一五々㌔村1■）

　　　　　　　・ハ＾ρぺ⊂～・δ。r工久・3司⊃

上記の各α戸ぺ1け］・α・rエペ・1、一、。1一一・（・色・γ…一1）を満たすα・一・が…歳から・ド1歳

の各年齢で脱退による剰余や不足を生じさせないものである。

　　　　　　　　　　5＿
これにより、α、・み．、1ぎ・工久…解答（・）

　　　　　　　　v　’δ司

以上
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